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４ まとめ 

 

今回の調査研究では、現在日本の社会資本が直面している老朽化問題に対して、まず維持管理・リ

ニューアルという視点から、厳しい海洋環境にさらされながら役割を果たし続けている海洋・港湾土

木遺産の調査を実施した。その海洋・港湾土木遺産の現地調査を通じて、先人たちの技術と知恵につ

いて直接触れることができ、先人たちの土木技術に対する責任感と熱意に驚かされた。その一例とし

て、近代港湾の父「廣井勇」が手掛けた小樽港 北防波堤では、「百年耐久試験」と呼ばれ 50 年以上

先を見据え、供試体を 6万個製作し現在までコンクリート耐久性試験を実施し続けている。その小樽

港 北防波堤は 100 年以上を経過している現在もなお現役であることから維持管理手法などは大いに

参考とすべきであると考える。現在の社会資本は、耐用年数を設定し初期コストなどを最適化して整

備しているが、当時は良い社会資本を半永久的に提供しなければいけないという高い技術者意識があ

ったものと思われ、その熱意と斬新な発想に感銘を受けた。 

そして、維持管理・リニューアルの技術の変遷や現在の国や自治体の取り組みについて調査・ヒア

リングを実施するとともに、一般社団法人日本建設業連合会の会員会社に対してアンケート調査を行

い、海洋・港湾構造物の維持管理・リニューアルに対する意識調査をした。 

アンケート調査結果の主なものとして以下が挙げられる。 

 海洋・港湾構造物の維持管理・リニューアル事業の経営上の位置づけは高い。 

 海洋・港湾に限らず維持管理・リニューアルに関する担当部署がある会社が多い。 

 海洋・港湾構造物の維持管理・リニューアルの課題として、 

①発注規模が小さく参入機会がない。 

②調査・施工の歩掛りが実態とあっていないと認識している会社が多い。 

 海洋・港湾構造物の維持管理・リニューアルに対する港湾管理者等への要望として、 

①事業規模の大ロット化を進めて欲しい。 

②市場規模を示して欲しいと回答する会社が多い。  

会員会社は、維持管理・リニューアルに対しての重要性は十分認識しているものの、市場規模が不

透明であり、参入機会が少ないことがネックとなっていることが浮き彫りとなった。 

我が国における社会資本老朽化に対する施策は始まったばかりであり、維持管理・更新についても

解決すべき課題が山積している。それらの課題を解決するためには、産官学が連携して、材料や補強・

補修の新技術開発、長寿命化技術の採用など、積極的な取り組みと努力が必要である。 

今後、社会資本の維持管理の課題に対しては、少子高齢化社会に伴う財源不足の中、限られた財源

と人材の中で、現状を効率的に診断し、優先順位を決定して戦略的な維持管理・リニューアルを実施

していくことが重要であると考える。 
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